
『徒然草絵抄』の注釈態度

要　

旨

　

本
稿
は
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
徒
然
草
の
注
釈
書
の
中
か
ら
、『
徒
然
草
絵
抄
』（
元
禄
四
年
刊
）
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
注
釈
態
度
を
解
明
す
る
。『
徒
然
草
絵
抄
』
に
注
目
す
る
の
は
、
数
あ
る
徒
然
草

注
釈
書
の
中
で
、
そ
の
注
釈
態
度
の
独
自
性
が
際
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
徒
然
草
注
釈
書
は
、
語
釈
や
文
脈
を
詳
し
く
解
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
の
内

容
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
注
釈
書
で
は
な
く
、
徒
然
草
の
原
文
自
体

を
主
体
と
し
て
、
そ
こ
に
挿
絵
を
入
れ
た
「
絵
入
り
徒
然
草
」
も
各
種
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

「
注
釈
書
」
と
「
絵
入
り
本
」
の
、
双
方
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
の
が
、『
徒
然
草
絵
抄
』
で
あ
る
。

　
『
徒
然
草
絵
抄
』
に
お
い
て
は
、
徒
然
草
全
体
の
九
割
に
の
ぼ
る
章
段
に
、
絵
が
付
い
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
多
数
の
絵
は
、
先
行
す
る
徒
然
草
注
釈
書
の
蓄
積
や
達
成
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
そ

し
て
、
当
時
の
人
々
に
徒
然
草
の
内
容
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。『
徒
然
草
絵
抄
』

に
よ
る
「
注
釈
の
絵
画
化
」
と
い
う
新
局
面
を
、
近
世
の
徒
然
草
注
釈
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、「
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
」
の
世
界
の
広
が
り
に
、
目
を
向
け
て
み
た
。 

は
じ
め
に

　

近
世
期
の
徒
然
草
は
、
最
初
に
古
活
字
本
で
本
文
の
み
が
出
版
さ
れ
、
つ
い
で
、
木
版
印
刷

の
整
版
で
の
出
版
と
な
り
、
次
第
に
、
本
文
・
注
釈
・
挿
絵
の
三
要
素
が
各
種
組
み
合
わ
せ
ら

れ
て
、
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
『
徒
然
草
絵
抄
』
で
は
、
徒
然
草
の
本
文
は
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
章
に
よ
る
注

釈
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
注
釈
書
に
お
け
る
頭
注
欄
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
言
葉
で
説
明
す

る
代
わ
り
に
、
絵
を
描
い
て
い
る
。

　

徒
然
草
注
釈
書
と
い
え
ば
、
語
釈
や
出
典
の
指
摘
、
各
段
の
内
容
に
関
す
る
解
説
な
ど
を
詳

し
く
記
述
す
る
の
が
定
石
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
徒
然
草
絵
抄
』
は
そ
れ
ら
を
欠
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
徒
然
草
の
内
容
を
絵
に
よ
っ
て
解
説
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
徒
然
草
絵
抄
』
の
各
図
が
、
徒
然
草
の
何
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
か
分
析
・
考
察
し
、
そ
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

近
世
に
お
け
る
徒
然
草
の
刊
行
と
『
徒
然
草
絵
抄
』
の
概
要

　

近
世
に
お
け
る
徒
然
草
の
刊
行
は
、
本
文
・
注
釈
・
挿
絵
の
三
要
素
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
形
態
を
出
現
順
に
概
観
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

①　

嵯
峨
本
徒
然
草
（
慶
長
年
間
の
後
期
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
本
）
の
よ
う
に
、「
本
文
の

み
」
の
も
の
。
近
世
期
を
通
じ
て
「
本
文
の
み
」
の
徒
然
草
の
出
版
は
盛
ん
で
あ
っ
た

が
、
慶
長
期
を
過
ぎ
て
元
和
期
以
降
に
な
る
と
活
字
で
は
な
く
、
版
木
に
直
接
彫
っ
て
印

刷
す
る
「
整
版
」
で
の
出
版
と
な
っ
た
。

②　

秦
宗
巴
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
一
六
〇
四
年
刊
）
の
よ
う
に
、
本
文
を
伴
わ
ず
「
注

釈
の
み
」
の
も
の
。
本
文
な
し
で
注
釈
部
分
の
み
を
示
す
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
後
、

受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
。

③　

林
羅
山
の
『
野
槌
』（
一
六
二
一
年
刊
）
の
よ
う
に
、「
本
文
と
注
釈
」
か
ら
な
る
も
の
。

こ
れ
以
後
、
近
世
の
徒
然
草
注
釈
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
注
釈
の

位
置
は
、『
野
槌
』
で
は
、
各
段
ご
と
に
本
文
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
注

釈
書
で
は
、
頭
注
・
脚
注
・
傍
注
・
割
注
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
本
文
・
注
釈
の
両
方
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

④　

松
永
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』（
一
六
五
二
年
跋
）
の
よ
う
に
、「
本
文
と
注
釈
と
挿
絵
」

か
ら
な
る
も
の
。
こ
の
挿
絵
は
、
各
段
の
あ
る
特
定
の
場
面
を
、
一
頁
分
を
費
や
し
て
描

く
も
の
で
、
全
百
五
十
七
図
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
以
後
の
徒
然
草
注
釈
書
に
挿
絵
が
入
る

こ
と
は
少
な
い
が
、
大
和
田
気
求
の
注
釈
書
『
徒
然
草
古
今
抄
』（
一
六
五
八
年
刊
）
に
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は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
同
図
の
も
の
が
三
十
四
図
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
著
者

未
詳
の
『
徒
然
草
吟
和
抄
』（
一
六
九
〇
年
刊
）
の
よ
う
に
、
挿
絵
が
三
十
五
図
付
い
て

い
る
注
釈
書
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
図
柄
は
独
自
性
が
強
く
、
多
少
の
例
外
は
あ
る

が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
踏
襲
し
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る）

1
（

。

⑤　

注
釈
書
で
は
な
く
「
本
文
と
挿
絵
」
の
み
か
ら
な
る
「
絵
入
り
徒
然
草
」。
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
刊
行
の
『
徒
然
草
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
多
数
の
絵
入
り
版
本
が
知
ら
れ
て

い
る）

2
（

。
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、「
絵
入

り
本
」
の
場
合
、
挿
絵
は
、
各
頁
の
一
面
全
体
を
使
っ
て
描
か
れ
、
対
応
す
る
章
段
の
直

後
に
入
る
こ
と
が
多
い
が
、
数
丁
を
隔
て
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　

さ
て
、
近
世
に
お
け
る
各
種
の
徒
然
草
の
刊
行
を
概
観
し
た
が
、
次
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
『
徒
然
草
絵
抄
』（
以
下
、『
絵
抄
』
と
略
す
場
合
が
あ
る
）
の
概
要
を
見
て
お
き
た
い
。

『
絵
抄
』
は
、
徒
然
草
本
文
の
上
欄
に
、
内
容
に
沿
っ
た
絵
が
入
っ
て
い
る
版
本
で
、
著
者
は

苗
村
丈
伯
で
あ
る
。
徒
然
草
の
本
文
と
絵
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
上
記
の

⑤
の
「
絵
入
り
徒
然
草
」
の
範
疇
に
属
す
る
と
も
見
ら
れ
る
。
実
際
、
各
種
の
目
録
・
図
録
な

ど
で
は
、「
絵
入
り
本
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た）

3
（

。
た
だ
し
、『
徒
然
草
絵
抄
』

で
は
、
本
文
の
内
容
を
逐
一
、
絵
画
化
し
て
ゆ
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た
ん
に
挿
絵

が
入
っ
て
い
る
徒
然
草
の
刊
本
と
い
う
の
で
は
な
く
、
注
釈
書
と
し
て
把
握
す
る
の
が
適
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
名
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
称
が
あ
る
。『
国
書
総
目
録
』
で
は
『
徒
然

草
絵
抄
』
と
い
う
書
名
で
立
項
さ
れ
て
、
別
名
と
し
て
『
改
正
頭
書
つ
れ
〳
〵
艸
絵
抄
』
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
考
察
や
図
版
掲
載
で
使
用
す
る
架
蔵
本
も
、
題
箋
に
『
改
正
頭
書
つ

れ
〳
〵
艸
繪
抄 

上
（
下
）』
と
あ
り
、
各
種
の
目
録
な
ど
で
も
こ
の
書
名
で
掲
載
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
た
だ
し
、『
改
正
大
字
つ
れ
〳
〵
草
繪
抄
』
と
い
う
書
名
な
ど
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、

書
名
と
し
て
の
把
握
し
や
す
さ
に
鑑
み
て
、『
徒
然
草
絵
抄
』
と
い
う
書
名
で
呼
称
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
『
徒
然
草
絵
抄
』
の
形
態
は
、
袋
綴
、
二
巻
二
冊
。
縦
二
十
六
・
二
糎
、
横
十
九
・
〇
糎
。

上
巻
六
十
四
丁
、
下
巻
五
十
丁
。
題
箋
は
先
に
も
記
し
た
が
『
改
正
頭
書
つ
れ
〳
〵
艸
繪
抄
』

で
あ
る
。
下
巻
の
最
終
頁
で
あ
る
五
十
丁
裏
に
、「
雒
陽
處
士　

艸
田
斎
寸
木
子
三
経
図
讃
」

と
あ
り
、
苗
村
丈
伯
の
図
画
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
刊
記
は
「
元
禄
四
年　

辛
未
初

春
日　

書
林　

京
都
三
条
通
升
屋
町　

林
和
泉
掾
板
」。
西
暦
一
六
九
一
年
の
刊
行
で
、「
初

春
」
す
な
わ
ち
正
月
で
あ
る
。
本
文
と
挿
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
右
肩
（
章
段
に
よ
っ
て
は
、
左

肩
）
に
、
章
段
番
号
が
付
い
て
い
る
が
、
通
し
番
号
で
は
な
く
、
上
巻
・
下
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
の

冒
頭
が
、
第
一
段
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
章
段
区
分
も
現
行
の
も
の
と
多
少
異
な
る
が
、
本
稿

で
『
絵
抄
』
の
章
段
番
号
を
示
す
場
合
は
、
現
行
の
章
段
番
号
に
直
し
て
示
し
た
。

　
『
絵
抄
』
の
本
文
は
、
一
面
十
二
行
で
あ
る
。
一
面
の
上
部
、
面
積
に
し
て
約
四
分
の
一
の

ス
ペ
ー
ス
に
、
本
文
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。『
絵
抄
』
の
上
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
は
、

い
わ
ば
直
訳
的
に
徒
然
草
の
本
文
を
絵
画
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
文
の

背
後
に
含
ま
れ
る
故
事
や
典
拠
の
絵
画
化
も
含
ん
で
お
り
、
実
質
的
に
は
注
釈
と
し
て
の
絵
で

あ
る
と
考
え
る
の
が
よ
い
と
思
う
。「
挿
絵
」
や
「
図
」
な
ど
の
呼
称
を
使
わ
ず
、
以
下
の
記

述
で
は
、「
絵
画
に
よ
る
注
釈
」
と
い
う
意
味
で
、「
画
注
」
と
呼
称
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
『
絵
抄
』
に
お
い
て
は
、
徒
然
草
各
段
の
本
文
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
画
注
欄
の
長
さ
も
決
ま

る
仕
組
み
で
あ
り
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
設
定
が
、
有
効
性
を
発
揮
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
画
注

欄
の
縦
の
長
さ
は
、
た
と
え
ば
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
一
面
全
体
を
使
っ
て
描
か
れ
て
い

る
の
と
比
べ
る
と
、
頁
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、
横
幅
は
章
段
に
よ
っ
て
、
か
な
り
長
く

な
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
章
段
の
本
文
が
続
い
て
い
る
限

り
、
上
部
の
ス
ペ
ー
ス
に
自
由
に
描
け
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
章
段
に
画
注
が
付

く
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
徒
然
草
の
章
段
は
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
た
と
え
ば
第
四
段
や
第
百
九
十
八
段
の
よ
う
に
、
二
行
し
か
な
い
段
に
は
画
注
は
付
け
ら

れ
な
い
。
画
注
が
付
い
て
い
る
の
は
、
徒
然
草
全
体
の
約
九
割
で
あ
る
。

　

次
に
、『
絵
抄
』
の
冒
頭
部
の
考
察
に
入
り
た
い
。
考
察
に
あ
た
り
、
徒
然
草
の
全
段
を
描

い
た
海
北
友
雪
筆
「
徒
然
草
絵
巻
」（
全
二
十
巻
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵）

4
（

）、
お
よ
び
、
挿
絵

付
き
の
徒
然
草
注
釈
書
の
嚆
矢
で
あ
り
、
な
お
か
つ
全
百
五
十
七
図
と
い
う
多
数
の
挿
絵
が
入

っ
た
松
永
貞
徳
『
な
ぐ
さ
み
草）

5
（

』、
同
じ
く
徒
然
草
注
釈
書
で
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
『
徒
然
草

吟
和
抄）

6
（

』、
さ
ら
に
は
、
挿
絵
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
出
典
研
究
が
詳
し
い
『
野
槌
』
や
、『
徒

然
草
句
解
』『
徒
然
草
文
段
抄
』『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
な
ど
の
主
な
注
釈
書
も
参
照
し
な
が

ら
、
比
較
検
討
す
る
。
近
年
そ
の
全
貌
が
公
開
さ
れ
た
海
北
友
雪
に
よ
る
全
段
絵
巻
や
、
こ
れ

ま
で
わ
た
く
し
が
研
究
し
て
き
た
徒
然
草
注
釈
書
と
『
徒
然
草
絵
抄
』
は
い
ろ
い
ろ
な
関
連
性

が
あ
る
の
で
、
幅
広
い
観
点
か
ら
考
察
し
た
い
と
思
う）

7
（

。

二　
『
徒
然
草
絵
抄
』
冒
頭
部
に
見
る
特
徴

　
『
絵
抄
』
上
巻
の
一
丁
表
は
、「
大
意
」「
題
号
」「
兼
好
伝
記
」
の
三
項
目
が
、
十
九
行
に
わ

た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
徒
然
草
全
体
に
関
す
る
総
論
で
、『
絵
抄
』
に
お
け
る
唯
一

の
、
解
説
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、『
絵
抄
』
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

先
行
す
る
徒
然
草
注
釈
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
総
論
部
分
を
簡
略
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
特

定
の
注
釈
書
に
依
拠
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
解
説
文
の
末
尾
に
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『徒然草絵抄』の注釈態度

「
元
禄
三
年
午
の
年
ま
で
凡
そ
三
百
四
十
一
年
に
な
る
也
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
の
通
説
に
よ

っ
て
、
兼
好
の
没
年
が
観
応
元
年
四
月
八
日
で
あ
る
こ
と
を
「
兼
好
伝
記
」
の
箇
所
で
挙
げ
た

の
で
、
そ
こ
か
ら
の
逆
算
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
兼
好
の
没
後
の
年
数
が
書
い
て
あ
る

と
、
徒
然
草
の
時
代
と
の
時
間
的
な
距
離
感
が
明
ら
か
に
な
っ
て
わ
か
り
や
す
い
が
、
注
釈
書

の
中
で
も
珍
し
い
書
き
方
で
あ
る
。

　
『
徒
然
草
絵
抄
』
は
、
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
の
で
、
架
蔵
本
に
よ
る
図

版
を
示
し
な
が
ら
、
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
図
版
は
本
稿
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。
ま

ず
は
『
絵
抄
』
上
巻
の
冒
頭
部
の
一
丁
裏
か
ら
二
丁
表
に
か
け
て
見
て
み
よ
う
。

　

一
丁
裏
は
、
上
欄
に
扁
額
の
よ
う
に
「
兼
好
法
師
徒
然
筆
作
図
像
」
と
掲
げ
る
。
山
里
の
草

庵
で
執
筆
の
筆
を
休
め
て
、
ふ
と
物
思
い
に
ふ
け
る
墨
染
衣
の
法
師
姿
で
兼
好
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
兼
好
の
心
中
の
感
慨
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、『
野
槌
』
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
有
名

に
な
っ
た
、
伝
兼
好
の
和
歌
「
世
の
中
を
わ
た
り
く
ら
べ
て
今
ぞ
し
る
阿
波
の
な
る
と
は
浪
風

も
な
し
」
が
、
兼
好
像
の
向
か
っ
て
左
に
描
か
れ
て
い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
冒
頭
の
挿
絵
以

来
、
草
庵
で
の
出
家
姿
の
兼
好
像
は
、
序
段
の
絵
画
化
の
定
番
で
あ
る
が
、
そ
の
絵
の
中
に
伝

兼
好
歌
を
書
き
入
れ
て
い
る
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
『
絵
抄
』
だ
け
で
あ
る
。『
絵
抄
』

の
独
自
性
に
注
目
し
た
い
。
冒
頭
部
の
図
柄
か
ら
し
て
、
情
報
量
が
多
い
の
で
あ
る
。
今
後
の

考
察
を
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
ば
、
絵
画
化
し
た
画
面
の
中
に
情
報
量
が
多
い
こ
と
は
、『
絵

抄
』
全
体
を
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

二
丁
表
か
ら
、
徒
然
草
本
文
と
画
注
が
一
体
化
し
た
『
絵
抄
』
が
始
ま
る
。
現
行
の
序
段
と

第
一
段
を
分
け
ず
に
ま
と
め
て
「
一
段
」
と
捉
え
、
頁
の
右
端
に
記
し
て
い
る
。
一
丁
裏
の
口

絵
的
な
画
面
と
二
丁
表
は
、
見
開
き
で
大
き
な
画
面
と
な
る
の
で
、
現
行
序
段
の
絵
画
化
が
向

か
っ
て
右
頁
に
、
左
頁
に
は
、
現
行
第
一
段
「
い
で
や
此
世
に
む
ま
れ
て
は
」
の
画
注
と
本
文

が
、
頁
の
上
下
に
対
応
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。【
図
版
・
1
】

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、『
絵
抄
』
に
書
か
れ
て
い
る
徒
然
草
の
本
文
や
、
画
注
に
添
え
ら

れ
て
い
る
固
有
名
詞
や
場
面
説
明
の
短
い
表
現
な
ど
を
引
用
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
『
絵

抄
』
の
表
記
に
従
う
が
、
読
み
や
す
さ
な
ど
を
考
慮
し
て
、
多
少
表
記
を
変
え
た
箇
所
も
あ

る
。
ま
た
、
徒
然
草
の
原
文
を
長
く
引
用
す
る
場
合
は
、
島
内
裕
子
校
注
・
訳
『
徒
然
草
』

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

　
『
絵
抄
』
の
本
文
が
十
二
行
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
二
丁
表
の
画
注
は
、

本
文
十
一
行
目
ま
で
の
内
容
を
、
そ
の
ま
ま
上
欄
全
体
に
描
き
出
し
て
お
り
、
本
文
の
分
量

と
、
画
注
の
絵
幅
が
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
や
す
さ
・
見
や
す
さ
は
、

『
絵
抄
』
全
体
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
、
本
文
と
画
注
を
上
下
で
見
た
り
読
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
徒
然
草
の
世
界
の
展
開
性
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
た
く
し
は
、
徒
然
草
は
序
段
か
ら
最
終
段
ま
で
、「
連
続
読
み
」
し
て
こ
そ
、
そ
の
文
学

世
界
が
十
分
に
理
解
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
世
界
の
緊
密
な
連
続
性
を
視

覚
的
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
と
し
て
は
、
海
北
友
雪
の
『
徒
然
草
絵
巻
』
全
二
十
巻
（
以

下
、「
友
雪
絵
巻
」
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
。）
が
最
初
の
達
成
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る）
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。
そ
れ

は
、「
絵
巻
」
と
い
う
形
態
な
ら
で
は
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
。「
友
雪
絵
巻
」
の
場
合
、
ほ
ぼ
現

行
の
章
段
区
分
と
同
様
の
区
切
り
方
に
よ
り
、
徒
然
草
の
本
文
（
詞
）
が
先
ず
書
か
れ
、
そ
の

後
に
そ
の
段
を
描
い
た
絵
が
入
る
。
絵
巻
の
性
格
上
、
順
に
繰
り
広
げ
、
巻
き
取
り
な
が
ら
、

ほ
ぼ
肩
幅
で
見
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
原
文
を
一
段
分
読
み
終
わ
る
と
次
に
、
そ
の
段
の
絵
が

現
れ
る
と
い
う
順
序
で
、
徒
然
草
の
世
界
を
一
続
き
の
も
の
と
し
て
、
読
み
、
か
つ
見
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

一
方
、『
絵
抄
』
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
各
頁
の
上
欄
が
、
小
型
の
絵
巻
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
、
そ
の
下
に
徒
然
草
の
本
を
置
い
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
か
と
思
う
。
頁
を
広
げ
た

幅
は
、
肩
幅
よ
り
少
し
狭
い
が
、
頁
を
繰
る
ご
と
に
、
小
型
の
絵
巻
が
広
が
り
、
す
ぐ
そ
の
下

に
徒
然
草
の
原
文
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
便
利
で
あ
り
、
誰
も
が
日
常
生
活
の
中

で
気
軽
に
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

次
に
、『
絵
抄
』
を
し
て
『
絵
抄
』
た
ら
し
め
て
い
る
画
注
欄
に
つ
い
て
、
改
め
て
二
丁
表

か
ら
三
丁
表
ま
で
の
四
つ
の
画
注
を
取
り
上
げ
て
、
画
注
の
方
法
論
を
考
察
し
た
い
。
二
丁
表

は
、
徒
然
草
第
一
段
の
冒
頭
部
を
描
く
。
貴
族
社
会
に
お
い
て
天
皇
・
皇
族
や
上
流
貴
族
の
身

分
が
、
歴
然
と
階
層
化
し
て
い
る
一
方
で
、
貴
族
た
ち
に
も
浮
沈
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
時

め
い
て
自
慢
げ
な
振
る
舞
い
に
対
し
て
批
判
的
な
兼
好
の
心
情
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
政
治
的
・
社
会
的
に
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
抽
象
的
で
概
念
的
な
面
が
強
く
、
具
体
的
に
絵
画

化
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
徒
然
草
の
本
文
に
出
て
く
る
言
葉
を
巧
み
に

絵
画
化
し
て
配
置
し
、
一
幅
の
宮
廷
画
の
ご
と
く
に
画
面
を
構
成
し
て
い
る
。

　

画
注
欄
の
向
か
っ
て
右
か
ら
左
に
か
け
て
、
門
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
、
舎
人

を
伴
っ
た
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
の
貴
族
が
描
か
れ
、
そ
の
横
に
「
と
ね
り
」
と
あ
る
。
門
の
こ
と

は
徒
然
草
の
原
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
位
置
か
ら
見
て
承
明
門
で
あ
る
。
左
近
の

桜
・
右
近
の
橘
・
階
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
建
物
は
紫
宸
殿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的

な
内
裏
の
名
称
は
徒
然
草
第
一
段
に
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
絵
画
化
し
て
い
る
。
紫
宸
殿
に
は

簀
の
子
の
と
こ
ろ
に
向
き
合
っ
て
座
る
貴
族
が
二
人
描
か
れ
、「
た
だ
人
」
と
あ
る
。
上
畳
の

座
る
の
は
皇
族
で
、「
竹
の
薗
」
と
あ
る
。
そ
の
前
に
冠
姿
で
笏
を
持
つ
貴
族
は
「
一
の
人
」

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
摂
政
関
白
。
一
番
奥
の
上
畳
に
は
「
み
か
ど
の
御
く
ら
ゐ
」
と
書
か

れ
て
い
る
天
皇
が
描
か
れ
て
い
る
。
承
明
門
か
ら
南
庭
、
階
、
紫
宸
殿
を
描
き
、
第
一
段
冒
頭

に
書
か
れ
た
貴
族
社
会
の
縮
図
が
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
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徒
然
草
を
描
い
た
「
徒
然
絵）

9
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」
に
は
、
こ
の
画
注
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
文
字
に
よ

る
説
明
は
入
ら
な
い
。
た
だ
し
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
の
『
つ
れ
〳
〵
草
ゑ
入
』
と
い

う
豆
本
に
は
、『
絵
抄
』
の
画
注
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
挿
絵
が
、
三
十
一
図
付
い
て
お
り
、『
絵

抄
』
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、『
絵
抄
』
の
文
字
説
明
も
入
っ
て
い
る
。『
絵

抄
』
が
描
き
出
し
て
い
る
の
も
、
広
義
に
は
徒
然
草
を
描
い
た
「
徒
然
絵
」
で
あ
る
が
、
あ
く

ま
で
も
、
徒
然
草
原
文
の
解
説
と
し
て
の
絵
で
あ
る
こ
と
が
、
本
文
か
ら
の
単
語
や
語
句
の
書

き
入
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

二
丁
表
の
画
注
欄
は
、
本
文
の
行
数
に
対
応
し
て
、
一
図
で
あ
っ
た
が
、
画
注
欄
が
い
く
つ

か
に
分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
二
丁
裏
は
、
二
等
分
し
て
、
二
つ
の
場
面
か
ら
な
る
。

　

右
側
の
画
注
は
、
輿
に
乗
っ
た
慈
恵
僧
正
と
牛
に
乗
っ
た
増
賀
聖
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名

前
を
書
き
添
え
て
い
る
。
増
賀
は
太
刀
な
ら
ぬ
乾
鮭
を
腰
に
差
し
、
画
面
の
余
白
に
「
名
聞
こ

そ
く
る
し
け
れ
」「
か
た
ゐ
の
身
ぞ
た
の
し
か
り
け
り
」
と
い
う
増
賀
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い

る
。
図
版
で
は
省
略
し
た
が
、
こ
の
画
注
の
下
段
に
書
か
れ
て
い
る
徒
然
草
の
原
文
自
体
に

は
、「
増
賀
ひ
じ
り
の
い
ひ
け
ん
や
う
に
、
名
聞
く
る
し
く
、
仏
の
御
を
し
へ
に
た
が
ふ
ら
ん

と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
こ
の
画
注
は
、
徒
然
草
の
原
文
の
絵
画
化

と
い
う
よ
り
も
、『
徒
然
草
句
解
』
な
ど
の
注
に
も
出
て
い
る
『
発
心
集
』
の
記
述
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。『
発
心
集
』
に
は
、
慈
恵
僧
正
の
先
駆
を
し
た
時
の
出
で
立
ち
と
、
そ
の
折
の
増

賀
の
発
言
の
両
方
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
画
注
の
描
き
方
と
一
致
す
る
。
一
方
、
徒
然

草
注
釈
書
の
『
野
槌
』
で
は
、「
名
聞
こ
そ
く
る
し
け
れ
」「
か
た
ゐ
の
身
ぞ
た
の
し
か
り
け

り
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
ず
、
ま
た
『
文
段
抄
』
に
は
、
こ
の
言
葉
は
出
て
く
る
が
、
先
駆

の
こ
と
は
出
て
こ
な
い
。『
絵
抄
』
の
画
注
が
、『
発
心
集
』
に
よ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
遡
っ
て

『
本
朝
法
華
験
記
』『
三
国
伝
記
』
な
ど
に
よ
る
の
か
、
ま
た
は
『
句
解
』
に
よ
る
の
か
、
明
確

に
は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、『
句
解
』
が
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
『
野
槌
』
や
『
文
段
抄
』

と
異
な
る
独
自
の
注
釈
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
、『
句
解
』
の
注
釈
態
度

の
全
般
的
な
傾
向
と
も
重
な
る）
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。
と
も
あ
れ
、
徒
然
草
原
文
に
直
接
出
て
こ
な
い
場
面
を
注
釈

書
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
描
き
出
し
て
画
注
と
す
る
方
法
は
、『
徒
然
草
絵
抄
』
の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。

　

次
に
二
丁
裏
の
画
注
欄
の
左
半
分
を
考
察
し
た
い
。
こ
の
画
注
は
室
内
図
で
、
右
側
か
ら
時

計
回
り
に
、
書
見
台
を
前
に
し
た
儒
学
者
と
思
わ
れ
る
人
物
。
そ
の
横
に
「
ま
こ
と
し
き
文
の

道
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
る
。
机
に
向
か
っ
て
筆
を
走
ら
せ
る
貴
族
男
性
。
そ
の
横
に
「
作

文
」
と
あ
る
。
大
太
鼓
を
打
つ
楽
人
の
両
脇
に
は
、
篳
篥
と
笙
、
和
琴
が
置
か
れ
、「
管
絃
」

と
あ
る
。
床
を
一
段
高
く
し
た
床
の
間
の
よ
う
な
場
所
を
背
に
し
て
座
る
貴
族
が
描
か
れ
、

「
和
歌
」
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
床
の
間
」
は
、
室
町
時
代
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
奥
の
壁

に
柿
本
人
麻
呂
像
ら
し
き
絵
が
掛
け
ら
れ
て
、
和
歌
ら
し
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
平
安
時
代

か
ら
、
歌
人
た
ち
は
歌
聖
柿
本
人
麻
呂
の
肖
像
画
を
掲
げ
て
、
歌
会
を
催
し
た
の
で
、
そ
の
こ

と
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
画
注
は
、
徒
然
草
の
本
文
（
三
丁
表
の
三
〜
四
行
目
）

に
「
あ
り
た
き
こ
と
は
、
ま
こ
と
し
き
文
の
道
、
作
文
和
歌
管
絃
の
道
」
と
あ
る
の
を
、
人
物

と
と
も
に
す
べ
て
描
い
て
い
る
。
画
注
と
本
文
の
位
置
は
、
一
致
せ
ず
、
画
注
が
先
に
出
て
く

る
。
こ
れ
は
、
徒
然
草
の
本
文
で
は
、
増
賀
聖
の
話
の
次
に
、
人
柄
や
容
姿
に
つ
い
て
述
べ
た

箇
所
が
、
二
丁
裏
の
六
行
目
か
ら
三
丁
表
の
三
行
目
に
か
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
身
に
付
け
た
い
教
養
に
関
す
る
画
注

が
、
増
賀
聖
の
画
注
に
連
続
し
て
い
る
。

　

三
丁
表
の
画
注
欄
も
二
等
分
さ
れ
て
い
る
。
右
半
分
が
第
一
段
末
尾
の
画
注
で
あ
る
。「
又

有
職
に
公
事
の
か
た
」
以
下
、
第
一
段
の
末
尾
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
教
養
や
技
能
が
、
す
べ

て
画
注
で
示
さ
れ
て
い
る
。
右
側
か
ら
時
計
回
り
に
、
刀
を
右
に
置
い
た
侍
烏
帽
子
姿
の
男
。

横
に
「
有
職
」
と
あ
る
。
二
羽
の
鳥
を
付
け
た
枝
を
肩
に
し
た
男
の
姿
。
横
に
「
公
事
の
方
」

と
あ
る
。
こ
の
図
柄
は
、
徒
然
草
第
六
十
六
段
に
書
か
れ
て
い
る
、
枝
に
鳥
を
ど
う
付
け
る
か

と
い
う
問
答
を
想
起
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
中
央
の
立
ち
姿
で
手
紙
を
書
く
貴
族
男
性

は
、
横
に
「
手
な
ど
つ
た
な
か
ら
ず
は
し
り
か
き
」
と
あ
る
。
座
っ
て
扇
で
拍
子
を
取
る
侍
烏

帽
子
の
男
の
横
に
「
声
を
か
し
く
て
拍
子
取
り
」
と
あ
る
。
大
盃
か
ら
一
気
に
酒
を
飲
む
男
に

は
「
げ
こ
な
ら
ぬ
こ
そ
男
は
よ
け
れ
」
と
あ
る
。

　

以
上
、
二
丁
裏
か
ら
三
丁
表
に
か
け
て
、
徒
然
草
第
一
段
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
九
種
類
の

教
養
技
芸
の
す
べ
て
が
、
九
人
の
人
物
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
絵
抄
』
の
画
注
が
、
い

か
に
徒
然
草
本
文
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。【
図

版
・
2
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
傍
ら
に
徒
然
草
の
該
当
す
る
原
文
が
短
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
。『
絵
抄
』
は
、
画
注
に
よ
っ
て
徒
然
草
の
内
容
を
ほ
ぼ
逐
一
説
明
し
て
ゆ
く

が
、
絵
の
傍
ら
に
こ
の
よ
う
に
、
短
い
書
き
込
み
の
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

あ
り
、
絵
と
書
き
込
み
が
相
俟
っ
て
注
釈
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
段
は
、
二
面
半
に
わ
た
っ
て
、
都
合
四
場
面
で
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
切
り
は
縦
線

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縦
線
に
よ
る
区
切
り
は
、
徒
然
草
の
内
容
の
場
面
転
換
に
即

し
て
お
り
、
原
文
の
段
落
構
成
の
視
覚
化
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
徒

然
草
の
第
一
段
の
原
文
に
は
、
増
賀
聖
の
例
事
と
男
性
貴
族
の
教
養
列
挙
の
間
に
は
、
絵
画
化

が
困
難
な
人
間
の
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
部
分
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
部
分
の
画
注
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
文
学
と
絵
画
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
性
の
相
違
か
ら
来
る
こ
と
で
あ
り
、
適
切
に
描

け
な
い
箇
所
が
出
て
く
る
の
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
詳
し
く
絵
画
化
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し
、
と
り
わ
け
、
増
賀
聖
の
場
面
で
、
徒
然
草
の
原
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
増
賀
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
方
法
は
、
画
注
を
通
し
て
、
徒
然
草
の
文
学
世
界
の
輪
郭
を
広
げ

て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冒
頭
の
画
注
で
承
明
門
や
紫
宸
殿
を
描
き
出
し

て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、『
絵
抄
』
の
啓
蒙
性
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、『
絵

抄
』
で
は
、
た
と
え
ば
、
第
二
十
三
段
の
画
注
の
よ
う
に
、
徒
然
草
の
原
文
に
は
直
接
書
か
れ

て
い
な
い
宮
中
の
建
物
の
こ
と
も
含
め
て
、
配
置
図
を
そ
の
名
称
の
書
き
込
み
と
と
も
に
描
く

段
も
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
、『
絵
抄
』
の
啓
蒙
性
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。【
図
版
・

3
】

　

第
一
段
の
画
注
の
考
察
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、「
友
雪
絵
巻
」
と
『
な
ぐ
さ
み
草
』、
お
よ
び

『
徒
然
草
吟
和
抄
』
の
第
一
段
に
触
れ
て
お
き
た
い
。「
友
雪
絵
巻
」
は
、
内
裏
に
参
内
す
る
袈

裟
を
付
け
た
高
僧
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
、
室
内
で
は
貴
族
た
ち
が
酒
を
勧
め
た
り
、
和
琴

を
弾
い
た
り
、
歌
稿
の
よ
う
な
も
の
を
手
に
し
た
り
、
筆
で
字
を
書
い
た
り
、
拍
子
を
取
る
人

な
ど
、
宮
廷
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。『
絵
抄
』
ほ
ど
逐
一
本
文
に
沿
っ
た
書
き
方
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
王
朝
時
代
の
宮
廷
の
雰
囲
気
が
、
百
二
十
糎
余
り
も
の
長
さ
で
、
た
っ
ぷ
り
と

美
し
い
色
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
友
雪
絵
巻
」
の
絵
は
、
本
文
の
長
さ
と
の
対

応
は
余
り
見
ら
れ
な
い
が
、
各
々
の
絵
は
、
三
十
糎
足
ら
ず
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。「
友
雪
絵
巻
」
の
第
一
段
に
増
賀
の
姿
は
画
面
に
出
て
い
な
い
が
、

人
々
の
視
線
が
、
向
か
っ
て
右
の
方
に
向
け
ら
れ
、
あ
た
か
も
増
賀
の
突
飛
な
姿
を
見
た
人
々

が
盛
ん
に
噂
話
に
興
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
参
内
す
る
僧
は
、

『
絵
抄
』
の
画
注
と
響
き
合
わ
せ
る
と
慈
恵
僧
正
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
か
な
り
長
い
第
一
段
を
酒
宴
の
様
子
に
絞
っ
て
描
く
。
盃
を

手
に
す
る
者
、
扇
で
拍
子
を
取
る
者
、
酔
っ
て
片
手
を
突
い
て
顔
を
仰
向
け
に
し
て
い
る
者
な

ど
五
人
の
男
性
貴
族
が
座
敷
に
座
っ
て
い
る
。「
声
を
か
し
く
て
拍
子
取
り
」
か
ら
「
下
戸
な

ら
ぬ
こ
そ
男
は
よ
け
れ
」
と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
る
ま
で
の
、
徒
然
草
第
一
段
末
尾
部

分
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

　
『
吟
和
抄
』
は
、『
絵
抄
』
の
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
、
挿
絵
を
三
十
五
図
含
む
徒
然
草
注
釈

書
で
あ
る
が
、
第
一
段
の
挿
絵
は
、『
絵
抄
』
の
冒
頭
の
画
注
と
よ
く
似
て
い
る
。【
図
版
・

4
】

　

門
と
建
物
、
門
外
の
人
物
た
ち
、
簾
が
巻
き
上
げ
ら
れ
た
部
屋
で
向
き
合
っ
て
座
る
二
人
の

貴
族
な
ど
、『
吟
和
抄
』
と
『
絵
抄
』
の
構
図
に
は
何
ら
か
関
連
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

『
吟
和
抄
』
の
第
一
段
の
挿
絵
は
、
こ
の
一
図
だ
け
で
あ
り
、『
絵
抄
』
の
よ
う
に
、
内
容
の
展

開
に
即
し
て
描
い
て
は
い
な
い
。『
吟
和
抄
』
の
挿
絵
と
の
類
似
は
こ
の
他
に
も
、
第
七
段
の

化
野
・
鳥
辺
山
の
景
色
に
、
野
犬
と
烏
が
、
描
か
れ
て
い
る
点
な
ど
、
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る

箇
所
も
あ
る
が
、『
吟
和
抄
』
の
三
十
五
図
全
体
を
通
し
て
、『
絵
抄
』
の
画
注
が
関
連
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
場
面
で
共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
に
留
ま
る
の
で
は
あ
る

が
、『
吟
和
抄
』
と
『
絵
抄
』
は
刊
行
が
近
い
の
で
、
注
目
し
て
み
た
。

　

次
に
第
二
段
の
画
注
の
考
察
に
進
み
た
い
。『
絵
抄
』
三
丁
表
の
画
注
欄
左
半
分
に
立
派
な

太
鼓
と
そ
の
上
に
止
ま
る
鶏
、
そ
し
て
建
物
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
注
の
中
央
に
、
徒

然
草
第
二
段
冒
頭
の
原
文
「
い
に
し
へ
の
聖
の
御
代
の
ま
つ
り
ご
と
」
と
い
う
言
葉
が
、
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
徒
然
草
原
文
に
は
、
こ
の
画
注
の
図
柄
に
対
応
す
る
表
現
は
な

い
。
ま
た
、
第
二
段
を
描
い
た
「
徒
然
絵
」
に
、
こ
の
よ
う
な
図
柄
は
管
見
に
入
っ
て
い
な

い
。【
図
版
・
5
】

　

な
ぜ
『
絵
抄
』
は
こ
の
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
先
に
考

察
し
た
、
増
賀
聖
の
画
注
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
徒
然
草
に
描
か
れ
て
い
な
く
と
も
、
各
種
の
注

釈
書
や
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
有
名
な
挿
話
を
取
り
込
ん
で
描
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
第
二
段
に
つ
い
て
の
諸
注
を
読
ん
で
み
る
と
、
最
初
の
徒
然
草
注
釈
書
で
あ
る
『
徒

然
草
寿
命
院
抄
』
で
す
で
に
、『
尚
書
帝
範
崇
倹
篇
』
を
引
い
て
、「
茅
茨
剪
ら
ず
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
く
る
し
、
そ
の
後
の
諸
注
で
も
こ
の
箇
所
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
画
注
の
左
側
の
建

物
の
草
葺
き
屋
根
が
、
ま
さ
に
切
り
揃
え
な
い
質
素
な
造
り
で
あ
る
し
、
柱
も
削
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
太
鼓
と
鶏
の
取
り
合
わ
せ
は
、「
諫
鼓
鶏
」
と
い

わ
れ
る
故
事
で
、
聖
代
の
象
徴
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
帝
王
に
も
、
小
野
国
風
が
詠

ん
だ
「
諫
鼓
苔
深
う
し
て
鳥
驚
か
ず
」
と
い
う
詩
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
、
古
代
中
国
の
堯
・

舜
・
禹
の
時
代
に
は
、
人
々
が
政
治
を
諫
め
る
た
め
に
置
か
れ
た
「
諫
め
の
太
鼓
」
が
、
誰
も

打
つ
者
が
い
な
い
ほ
ど
善
政
が
行
わ
れ
、
鳥
（
鶏
）
が
止
ま
り
木
の
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
を

絵
画
化
し
て
い
る
。「
茅
茨
剪
ら
ず
」
に
し
て
も
「
諫
鼓
鶏
」
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
図
柄
が

第
二
段
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
、「
徒
然
絵
」
に
お
い
て
非
常
に
珍
し
く
、
管
見
に
入
っ
て
い
な

い
。『
絵
抄
』
の
独
自
性
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、
徒
然
草
の
本
文
の
背
景
と
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
、
画
注
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
幅
広
く
徒
然
草
の
世
界
を
解
説
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
二
段
の
画
注
は
、
次
頁
の
三
丁
裏
の
画
注
欄
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
徒
然
草
第
二
段
の
原
文
に
あ
る
「
衣
冠
よ
り
馬
・
車
に
至
る
ま
で
、
有
る
に
従

ひ
て
用
ゐ
よ
。
美
麗
を
求
む
る
事
勿
れ
」
が
、
冠
・
馬
・
牛
車
の
絵
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

画
注
は
図
柄
が
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
、
文
字
の
書
き
入
れ
は
な
い
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第
二

段
の
挿
絵
は
、
先
の
太
鼓
と
建
物
は
な
く
、
室
内
に
冠
、
そ
の
外
に
牛
車
と
馬
が
描
か
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
各
段
一
図
の
挿
絵
で
あ
り
、
そ
の
構
図
は
、
緻
密
に

書
き
込
む
こ
と
を
せ
ず
、
描
く
対
象
を
絞
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
、『
絵
抄
』
と
対
比
す
る
と
、

154（5）



島　内　裕　子

よ
く
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
絵
抄
』
で
は
冠
の
横
に
、
格
子
縞
の
布
を
畳
ん
だ
よ
う
な
も
の
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
第
二
段
の
徒
然
絵
で
は
珍
し
い
。『
な
ぐ
さ
み

草
』
の
挿
絵
に
も
、
こ
の
布
の
よ
う
な
も
の
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
絵
抄
』

は
、
徒
然
草
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
な
る
べ
く
絵
画
化
し
て
示
す
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
い

る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
本
文
に
「
衣
冠
よ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
冠
と
衣
服
」
の
両
方
を
描
い
た
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
徒
然
草
第
二
段
の
原
文
末
尾
に
、「
公

の
奉
り
物
」
す
な
わ
ち
、
天
皇
の
お
召
し
物
は
、
質
素
な
も
の
が
よ
い
と
い
う
順
徳
院
の
お
言

葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
含
ん
で
、
絵
画
化
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

『
絵
抄
』
に
お
け
る
画
注
の
詳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
構
図
で
あ
る
。

　
「
友
雪
絵
巻
」
は
、
第
二
段
を
、
紫
宸
殿
の
簀
の
子
に
跪
い
て
頭
を
垂
れ
る
上
流
貴
族
と
武

官
二
人
に
よ
っ
て
描
き
、
理
想
の
政
治
の
あ
り
方
を
象
徴
的
に
描
く
。『
吟
和
抄
』
に
は
、
第

二
段
の
挿
絵
は
な
い
。

　

以
上
こ
こ
ま
で
、『
絵
抄
』
の
第
二
段
ま
で
の
画
注
を
見
て
き
た
。『
絵
抄
』
の
画
注
の
特
徴

と
し
て
、
第
一
に
徒
然
草
の
本
文
の
記
述
に
沿
っ
て
、
最
大
限
絵
画
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
第
二
に
本
文
に
直
接
書
か
れ
て
い
な
く
と
も
、
諸
注
な
ど
に
よ
っ
て
徒
然
草
の
内
容
を
補

う
よ
う
に
し
て
画
注
を
施
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
画
注
は
絵
に
徒
然
草
本
文
か
ら
の
短
い
言

葉
を
そ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
に
図
柄
の
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
『
な
ぐ
さ
み

草
』『
吟
和
抄
』
な
ど
、
先
行
す
る
挿
絵
入
り
の
注
釈
書
と
共
通
す
る
画
面
構
成
が
窺
わ
れ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三　

画
注
欄
の
分
割
法
か
ら
見
た
『
徒
然
草
絵
抄
』
の
特
徴

　

と
こ
ろ
で
、『
絵
抄
』
の
画
注
欄
は
、
章
段
の
長
さ
、
お
よ
び
章
段
内
で
の
場
面
展
開
に
対

応
し
て
、
途
中
に
縦
線
を
入
れ
て
、
い
く
つ
か
に
分
割
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
特
に
、
あ
る
一

段
の
画
注
が
、
複
数
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
場
合
は
、『
絵
抄
』
に
お
け
る
徒
然
草
の

内
容
理
解
の
反
映
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
徒
然
草
の
各
段
を
さ
ら
に

い
く
つ
か
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
は
、
近
代
以
前
に
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
視
点
を
据
え
た
注
釈
書
が
、
北
村
季
吟
の
『
徒
然
草
文

段
抄
』
だ
っ
た
わ
け
で
、
季
吟
は
徒
然
草
の
各
段
を
さ
ら
に
複
数
の
節
に
分
け
る
こ
と
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
み
ず
か
ら
述
べ
て
い
る
。

　

凡
此
双
紙
の
段
々
に
、
又
こ
ま
か
に
文
段
を
別
ち
て
、
或
は
六
節
、
或
は
三
節
、
な
ど

し
る
せ
る
事
は
、
未
だ
先
達
の
説
を
も
承
ら
ず
。
偏
に
愚
意
に
ま
か
せ
て
其
憚
り
な
き
に

し
も
あ
ら
ね
ど
、
た
だ
段
々
の
本
意
を
よ
く
明
ら
め
、
且
初
心
の
見
安
か
ら
ん
為
也
。
猶

あ
や
ま
り
も
お
ほ
か
る
べ
け
れ
ど
、
し
ば
ら
く
わ
か
ち
試
て
、
す
な
は
ち
此
抄
の
名
に
も

用
ひ
侍
り）
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つ
ま
り
、
徒
然
草
の
各
段
の
内
容
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、
初
心
者
に
も
、

一
目
で
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
方
法
論
を
も
っ
て
、
全
体
を
貫
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
書
名
と
し
た
と
明
言
し
て
い
る
。
北
村
季
吟
は
、
段
落
分
け
の
重
要
性
を
は

っ
き
り
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
、『
文
段
抄
』
以
後
の
近
世
期
の
徒
然
草
注
釈

書
で
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
近
代
に
な
る
と
、
散
文
に
お
け
る
段
落
分
け
は
、
ご

く
普
通
に
行
わ
れ
て
、
現
代
人
の
感
覚
か
ら
は
、
も
は
や
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
絵
抄
』
に
お
け
る
画
注
が
、
往
々
に
し
て
一
段
の
中
で
複
数
あ
る
の
は
、
季
吟
言
う
所
の

「
こ
ま
か
に
文
段
を
別
ち
て
、
或
は
六
節
、
或
は
三
節
、
な
ど
し
る
せ
る
事
」
に
相
当
し
て
い

る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
絵
抄
』
が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
よ
う
に
一
段
一
図

の
挿
絵
と
せ
ず
に
、
本
文
を
逐
一
描
く
際
に
、
画
注
欄
を
分
割
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
徒

然
草
の
内
容
理
解
の
明
確
化
・
可
視
化
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、『
絵
抄
』
の
画
注
欄
は
、
縦
線
で
分
割
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
斜
め
の
波
線
に
よ

っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。『
絵
抄
』
に
お
け
る
画
注
欄
の
分
割
法
が
示
し
て
い
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
考
察
し
て
み
よ
う
。

《
画
注
欄
が
縦
線
で
分
割
さ
れ
て
い
る
場
合
》

ａ　

一
面
一
図
…
…
挿
絵
ス
ペ
ー
ス
の
横
幅
全
体
が
、
一
図
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
。

ｂ　

 

一
面
等
分
・
二
図
…
…
画
注
欄
が
、
縦
線
に
よ
っ
て
二
等
分
さ
れ
て
、
二
図
入
っ
て
い
る

も
の
。

ｃ　

�

一
面
大
小
・
二
図
…
…
画
注
欄
が
、
縦
線
に
よ
っ
て
、
大
小
二
図
に
分
か
れ
て
い
る
も

の
。

ｄ　

一
面
等
分
・
三
図
…
…
画
注
欄
が
、
三
等
分
さ
れ
て
、
三
図
入
っ
て
い
る
も
の
。

ｅ　

一
面
大
小
・
三
図
…
…
画
注
欄
が
、
三
分
さ
れ
て
、
大
き
さ
が
異
な
る
も
の
。

ｆ　

一
面
等
分
・
四
図
…
…
画
注
欄
が
、
四
等
分
さ
れ
て
、
四
図
入
っ
て
い
る
も
の
。

ｇ　

一
面
等
分
・
六
図
…
…
画
注
欄
が
、
六
等
分
さ
れ
て
、
六
図
入
っ
て
い
る
も
の
。

　
『
絵
抄
』
で
画
注
欄
が
あ
る
の
は
、
上
巻
が
二
丁
表
か
ら
六
十
三
丁
裏
ま
で
の
、
合
計
百
二

十
四
面
。
下
巻
が
一
丁
表
か
ら
五
十
丁
裏
ま
で
の
、
合
計
百
面
。
上
下
合
わ
せ
る
と
、
二
百
二

十
四
面
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
画
注
欄
に
縦
線
が
入
ら
ず
に
、
横
長
の
一
図
で
描
か
れ
て
い
る

の
が
、
上
巻
で
八
十
八
面
、
下
巻
五
十
一
面
。
上
下
合
わ
せ
て
、
百
三
十
九
面
に
わ
た
る
。
こ

153（6）



『徒然草絵抄』の注釈態度

こ
で
は
、
画
注
の
分
割
数
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
た
が
、
多
分
割
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
巻
・
丁
、
お
よ
び
現
行
の
章
段
を
付
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
一
図
に
二
段
分
を
描
く
場
合
も
稀
に
あ
る
。
第
百
四
十
七
・
百
四
十
八
段

（
下
・
九
丁
表
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。【
図
版
・
6
】

【
多
分
割
の
画
注
欄
】

①　

�

上
・
九
丁
表
。
一
面
を
三
等
分
し
、
第
十
六
段
・
第
十
七
段
・
第
十
八
段
を
描
く
。【
図

版
・
7
】

②　

上
・
三
十
五
丁
裏
、
四
分
割
（
第
七
十
二
段
の
前
半
四
項
目
を
一
つ
ず
つ
描
く
）

③　

�

上
・
三
十
八
丁
表
、
三
分
割
（
第
七
十
七
・
七
十
八
・
七
十
九
段
の
三
段
分
）【
図
版
・

8
】

④　

上
・
四
十
六
丁
裏
、
六
分
割
（
第
九
十
七
段
の
項
目
す
べ
て
を
入
れ
る
）

【
上
巻
に
お
け
る
波
線
で
分
割
さ
れ
て
い
る
画
注
欄
】

①　

上
・
十
二
丁
表
（
第
十
九
段
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
の
場
面
）

②　

上
・
十
六
丁
表
（
第
三
十
段
、
仏
事
と
そ
の
果
て
）

③　

上
・
二
十
六
丁
表
（
第
五
十
三
段
、
鼎
被
り
の
舞
と
医
師
宅
）

④　

上
・
二
十
六
丁
裏
（
第
五
十
三
段
、
帰
宅
と
鼎
抜
き
）

⑤　

上
・
三
十
丁
表
（
第
六
十
段
、
盛
親
僧
都
の
談
義
と
病
気
）、
た
だ
し
、
二
重
波
線
。

⑥　

上
・
三
十
丁
裏
（
第
六
十
段
、
盛
親
の
相
続
と
し
ろ
う
る
り
）、
た
だ
し
、
二
重
波
線
。

⑦　

上
・
三
十
一
丁
表
（
第
六
十
段
、
饗
膳
と
熟
睡
）、
た
だ
し
、
二
重
波
線
。

⑧　

上
・
四
十
丁
表
（
第
八
十
三
段
、
竹
林
院
と
洞
院
）、
た
だ
し
、
二
重
波
線
。

⑨　

上
・
四
十
一
裏
（
第
八
十
七
段
、
出
発
前
と
山
中
）

　

以
上
の
章
段
に
波
線
が
付
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
段
の
本
文
を
読
み
比
べ
て
み
る

と
、
ひ
と
つ
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
箇
所
が
、
時
間

的
に
一
連
の
場
面
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
九
段
に
典
型
的
に

現
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
一
年
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
描
く
第
十
九
段
は
、
十
丁
表
か
ら
十

二
丁
表
ま
で
、
都
合
五
面
が
費
や
さ
れ
て
詳
し
く
画
注
が
付
い
て
い
る
が
、
十
一
丁
裏
ま
で
の

四
面
は
、
画
注
欄
に
区
切
り
が
な
い
。
一
面
の
中
で
本
文
に
登
場
す
る
、
多
彩
な
植
物
や
景
物

が
高
密
度
で
描
か
れ
る
の
だ
が
、
十
二
丁
表
だ
け
が
、
波
線
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の

原
文
で
も
、
こ
こ
こ
は
大
晦
日
か
ら
元
旦
へ
の
時
間
の
推
移
が
連
続
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
箇
所
で
あ
る
こ
と
の
反
映
を
波
線
で
表
示
し
た
の
で
は
な
い
か
。【
図
版
・
9
】

　

ま
た
、
第
五
十
三
段
の
仁
和
寺
の
法
師
が
宴
会
の
席
で
鼎
を
被
っ
て
踊
っ
た
が
、
い
ざ
抜
こ

う
と
す
る
と
抜
け
ず
、
京
都
の
医
師
の
所
に
行
く
が
、
埒
が
明
か
な
い
。【
図
版
・
10
】

　

し
か
た
な
く
、
再
び
仁
和
寺
に
戻
っ
て
、
思
い
切
っ
て
引
き
抜
い
た
が
大
怪
我
を
し
た
と
い

う
話
で
あ
る
。
第
五
十
三
段
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
場
面
展
開
が
、
徒
然

草
の
中
で
も
際
立
つ
段
で
あ
る
。
そ
の
緊
密
な
連
続
性
を
波
線
に
よ
っ
て
、
こ
こ
も
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
二
重
波
線
の
場
合
は
、
波
線
の
段
と
比
べ
る
と
、
徒
然
草
の
内
容
展
開
が
、
連
続

性
で
は
な
く
、
並
列
的
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
面
の
展
開
の
違
い
を
よ
く
見
極
め
て
、

波
線
と
二
重
波
線
で
、
区
別
し
て
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
絵

抄
』
の
画
注
は
、
徒
然
草
の
内
容
を
か
な
り
よ
く
読
み
込
ん
で
、
描
き
分
け
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
下
巻
に
も
波
線
の
入
っ
た
画
注
が
あ
る
が
、
今
述
べ
た
よ
う
な
、
時
間
の
連
続
性

を
示
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
は
、
希
薄
で
あ
っ
た）
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『
絵
抄
』
の
画
注
は
、
一
見
す
る
と
、
素
朴
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
画
の
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
さ

せ
る
画
風
で
あ
り
、
人
物
や
動
物
の
描
き
方
に
も
お
か
し
み
が
漂
う
。
け
れ
ど
も
、
徒
然
草
の

内
容
と
詳
し
く
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
て
ゆ
く
と
、
実
に
よ
く
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
描
き
切
っ

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、『
絵
抄
』
は
、
ほ
と
ん
ど
の
段
に
わ
た
り
、
画
注
欄
に
画
注
が
付
い
て
い
る
が
、

ご
く
短
い
段
な
ど
に
は
付
か
ず
に
、
そ
の
前
後
の
段
の
画
注
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
ー
ス
が
占
め
ら

れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。『
絵
抄
』
に
お
け
る
画
注
な
し
の
章
段
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
四
段
・
第
二
十
段
・
第
二
十
二
段
・
第
四
十
七
段
・
第
八
十
六
段
・
第
九
十
九
段
・
第
百

十
七
段
・
第
百
四
十
段
・
第
百
六
十
一
段
・
第
百
八
十
七
段
、
第
百
八
十
九
段
、
第
二
百
二

段
・
第
二
百
五
段
・
第
二
百
八
段
・
第
二
百
十
二
段
・
第
二
百
二
十
三
段
・
第
二
百
二
十
七

段
・
第
二
百
二
十
九
段
・
第
二
百
三
十
三
段
・
第
二
百
四
十
一
段
・
第
二
百
四
十
二
段
（
以

上
、
合
計
二
十
二
章
段
）

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
徒
然
草
全
体
の
章
段
数
が
序
段
を
含
め
て
二
百
四
十
四
段
で
あ

る
か
ら
、
挿
絵
が
な
い
段
も
約
一
割
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
九
割
の
章
段
に
画
注
が
付

い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
徒
然
草
に
最
初
に
挿
絵
が
付
い
た
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
挿
絵
数

が
合
計
百
五
十
七
図
に
の
ぼ
り
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
徒
然
草
全
体
の
約
三

分
の
二
で
あ
る
か
ら
、『
絵
抄
』
の
画
注
が
二
百
二
十
二
段
に
つ
い
て
い
る
の
が
、
い
か
に
多

い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、『
絵
抄
』
に
到
る
ま
で
の
徒
然
草
注
釈

書
の
蓄
積
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
徒
然
草
の
原
文
だ
け
か
ら
で
は
、
い

わ
ゆ
る
「
絵
に
な
ら
な
い
」
段
も
、
各
種
の
注
釈
書
で
す
で
に
、
語
注
や
出
典
研
究
が
成
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、『
絵
抄
』
に
お
け
る
先
行
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島　内　裕　子

注
釈
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

四　
『
徒
然
草
絵
抄
』
の
特
徴
的
な
画
注

　
『
絵
抄
』
の
画
注
の
描
き
方
は
多
彩
で
あ
り
、
そ
の
方
法
論
を
十
分
に
は
ま
だ
分
類
し
切
れ

て
い
な
い
の
で
、
今
は
、『
絵
抄
』
の
冒
頭
部
か
ら
順
に
、
特
徴
的
な
段
に
注
目
し
て
ゆ
き
た

い
。

　

第
七
段
の
徒
然
絵
は
、
一
般
に
化
野
・
鳥
部
山
の
光
景
を
一
図
に
ま
と
め
て
描
く
。
け
れ
ど

も
『
絵
抄
』
で
は
、
三
図
に
分
け
て
描
く
（
上
・
四
丁
裏
）。
化
野
・
鳥
部
山
・
蜻
蛉
と
蝉
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
徒
然
草
第
七
段
で
、
蜻
蛉
と
蝉
の
は
か
な
い
命
を
書
い
た
箇
所
を
、
絵
画

化
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
水
辺
に
二
匹
の
蜻
蛉
が
飛
び
交
い
、
松
の
幹
に
蝉
が
一
匹
止
ま
っ

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
描
い
て
い
る
の
は
、
で
き
る
限
り
徒
然
草
の
本
文
を
視
覚
化
し
よ
う
と
す

る
熱
意
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。【
図
版
・
11
】

　

ち
な
み
に
、
第
四
十
四
段
の
画
注
で
も
、「
虫
の
音
か
ご
と
が
ま
し
く
」
と
い
う
表
現
を
捉

え
て
、
草
叢
に
虫
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
第
百
九
段
は
、
高
名
の
木
登
り
と
弟
子
を
描
く
こ
と

が
定
番
で
あ
る
が
、『
絵
抄
』
は
、
こ
の
段
の
末
尾
に
出
て
く
る
蹴
鞠
の
失
敗
の
話
も
画
注
に

入
れ
、
第
百
九
段
の
詳
し
い
絵
画
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
十
四
段
は
、
兼
好
の
和
歌
論
が
書
か
れ
て
い
る
段
で
、『
な
く
さ
み
草
』
で
は
、
一
図
の

中
に
、
糸
を
紡
ぐ
女
と
、
束
ね
た
柴
を
担
ぐ
男
、
そ
し
て
二
頭
の
猪
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、

第
十
四
段
冒
頭
の
「
あ
や
し
の
賤
・
山
賤
の
仕
業
」「
ふ
す
猪
の
床
」
と
い
う
言
葉
の
絵
画
化

で
、
第
十
四
段
の
徒
然
絵
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
。『
絵
抄
』
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の

段
の
後
半
に
書
か
れ
て
い
る
、
和
歌
の
「
衆
議
判
」
と
、『
梁
塵
秘
抄
』
の
こ
と
も
画
注
に
し

て
い
る
。
画
注
に
は
立
派
な
門
構
え
の
家
に
、
荷
を
積
ん
だ
馬
が
到
着
し
た
図
に
、「
梁
塵
秘

抄
の
郢
曲
の
こ
と
ば
禁
中
へ
み
つ
ぎ
物
を
国
々
よ
り
は
こ
ぶ
」「
ま
ご
歌
さ
い
ば
ら
」
と
あ
る
。

た
だ
し
、
徒
然
草
の
本
文
に
は
「『
梁
塵
秘
抄
』
の
郢
曲
の
言
葉
こ
そ
、
ま
た
、
哀
れ
な
る
事

は
多
か
め
れ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
貢
物
や
馬
子
歌
の
こ
と
は
直
接
に
は
出
て
こ
な
い
。『
絵
抄
』

は
、『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
に
も
出
て
く
る
『
徒
然
草
大
全
』
の
こ
の
部
分
の
注
釈
や
『
徒
然

草
直
解
』
な
ど
の
注
釈
を
参
照
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。【
図
版
・
12
】

　

第
三
十
八
段
は
世
間
の
価
値
観
を
批
判
す
る
段
で
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、「
黄
金
は

山
に
捨
て
、
玉
は
淵
に
投
ぐ
へ
し
」
の
部
分
を
一
図
に
描
き
、
こ
れ
が
定
番
で
あ
る
が
、『
絵

抄
』
は
、「
い
み
じ
か
り
し
賢
人
聖
人
」
の
箇
所
に
も
画
注
を
付
け
て
、
顔
回
と
蘇
武
を
描
く

の
は
珍
し
い
。

　

ま
た
、
図
柄
の
珍
し
さ
で
は
、
第
四
十
段
の
栗
ば
か
り
食
べ
て
い
た
娘
の
話
は
、『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
を
絵
画
化
す
る
の
こ
と
が
多
い
が
、『
絵
抄
』
は
、
酒
肴
や
反

物
な
ど
を
描
き
結
納
を
願
う
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
百
二
十
一
段
の
画
注
は
、「
生
を
苦
し
め
て
、
目
を
喜
ば
し
む
る
は
、
桀
紂
が
心
な
り
」

の
画
注
を
付
け
て
、
暴
虐
を
描
く
。『
野
槌
』
の
注
に
、
二
例
書
か
れ
て
い
る
が
、『
絵
抄
』
の

方
が
詳
し
い
。

　

第
百
二
十
八
段
は
、
ま
ず
最
初
に
、
上
皇
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た
臣
下
が
、
鷹
の
餌
の
た
め
に

犬
の
足
を
切
っ
て
い
た
の
を
見
た
、
と
い
う
讒
言
が
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
て
上
皇
が
悲
し
み
憎

ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、
鷹
を
手
に
し
た
貴
族
が
下
部
に

何
か
言
い
つ
け
て
い
る
の
を
、
塀
越
し
に
見
て
い
る
も
う
一
人
の
貴
族
の
姿
と
い
う
構
図
で
、

挿
絵
は
こ
の
部
分
を
描
い
た
一
図
の
み
で
あ
る
。「
友
雪
絵
巻
」
も
、
絵
の
右
側
に
鷹
を
手
に

し
た
人
物
、
左
側
に
簾
中
の
上
皇
に
注
進
す
る
人
物
の
姿
を
描
き
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
同
様
、

第
百
二
十
八
段
の
前
半
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
段
の
後
半
は
、
そ
の
話
を
敷
衍
し
て
、
生
物
愛
護
の
大
切
さ
を
述
べ
て
お

り
、
徒
然
草
の
原
文
に
「
万
の
鳥
・
獣
、
小
さ
き
虫
ま
で
も
、
心
を
留
め
て
あ
り
さ
ま
を
見
る

に
、
子
を
思
ひ
、
親
を
懐
か
し
く
し
、
夫
婦
を
伴
ひ
、
嫉
み
、
怒
り
、
欲
多
く
、
身
を
愛
し
、

命
を
惜
し
め
る
事
、
偏
に
愚
痴
な
る
故
に
、
人
よ
り
も
勝
り
て
甚
だ
し
」
と
い
う
詳
し
い
記
述

が
あ
る
。『
絵
抄
』
の
画
注
は
、
こ
の
部
分
も
逐
一
絵
画
化
し
て
、
具
体
的
に
動
物
の
生
態
を

描
き
、
非
常
に
珍
し
い
。【
図
版
・
13
】

　

な
ぜ
『
絵
抄
』
が
こ
こ
ま
で
詳
し
い
画
注
を
描
け
た
か
と
言
え
ば
、
こ
こ
も
や
は
り
、
先
行

す
る
注
釈
書
の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
野
槌
』
で
は
、
徒
然
草
原
文

を
「
万
の
鳥
獣
ち
い
さ
き
む
し
ま
で
も
」
と
切
り
出
し
て
、
こ
の
部
分
に
対
し
て
、『
荘
子
』

の
斉
物
論
な
ど
を
引
き
な
が
ら
、
動
物
た
ち
の
生
態
に
人
間
同
様
の
喜
怒
哀
楽
が
あ
る
こ
と
を

「
い
き
と
し
い
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
此
の
心
な
か
ら
ん
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　
『
絵
抄
』
の
画
注
は
、『
野
槌
』
の
注
釈
で
言
え
ば
、「
夜
鶴
の
子
を
憶
ひ
」「
烏
の
哺
を
か
へ

し
」「
同
宿
の
鴛
鴦
」「
螽
斯
は
、
妬
忌
せ
ず
」「
蟷
螂
い
か
り
て
斧
を
た
の
む
」
な
ど
の
箇
所

を
絵
画
化
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
画
注
に
書
き
添
え
た
言
葉
で
は
「
螽
斯
」
と
い
う
難
解
な

表
記
で
は
な
く
、「
い
な
ご
」
と
表
記
す
る
な
ど
の
配
慮
も
あ
り
、
徒
然
草
注
釈
書
を
さ
ら
に

か
み
砕
い
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
。
動
物
た
ち
や
虫
た
ち
の
生
態
を
、
数
多
く
描
い
た

こ
の
箇
所
の
画
注
は
、
一
見
す
る
と
ま
る
で
子
ど
も
向
き
の
絵
本
の
よ
う
で
あ
る
が
、
膨
大
な

書
物
か
ら
の
知
識
に
よ
っ
て
林
羅
山
が
博
引
傍
証
し
た
『
野
槌
』
の
注
釈
世
界
を
、
さ
ら
に
一

層
わ
か
り
や
す
い
画
注
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
多
く
の
人
々
に
提
供
し
た
意
義
は
ま
こ
と
に
大

き
い
と
言
え
よ
う
。

　
『
徒
然
草
絵
抄
』
の
下
巻
に
も
、
先
行
す
る
徒
然
草
注
釈
書
や
各
種
の
文
学
資
料
に
よ
っ
て
、
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『徒然草絵抄』の注釈態度

徒
然
草
の
原
文
自
体
に
は
な
い
画
注
を
付
け
て
い
る
段
が
あ
る
。
他
の
徒
然
絵
に
は
見
ら
れ
な

い
珍
し
い
も
の
に
絞
っ
て
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
第
百
三
十
九
段
「
家
の
あ
り
た
き
木

は
」
に
、
か
つ
て
八
重
桜
は
奈
良
に
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
頃
は
奈
良
以
外
に
も
多
く
な

っ
た
と
書
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
徒
然
草
の
原
文
で
は
故
事

に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
『
絵
抄
』
で
は
、
奈
良
の
八
重
桜
を
車
に
乗
せ
て
運

ぶ
人
々
と
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
僧
兵
た
ち
と
い
う
構
図
の
画
注
で
あ
る
。【
図
版
・

14
】

　

こ
れ
は
、
徒
然
草
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、『
沙
石
集
』
巻
七
の
四
や

『
源
平
盛
衰
記
』
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
故
事
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
上
東
門
院
が
召
し
た
奈

良
の
八
重
桜
を
奈
良
法
師
た
ち
が
止
め
た
と
い
う
。

　

第
百
五
十
段
は
、
努
力
し
て
そ
の
道
の
専
門
家
に
な
る
こ
と
を
述
べ
た
段
で
あ
る
。『
絵
抄
』

の
画
注
は
、
一
面
を
三
等
分
し
て
三
人
の
僧
侶
を
描
く
。
こ
れ
ら
の
僧
侶
の
こ
と
は
徒
然
草
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、『
野
槌
』
に
、
善
珠
・
明
詮
・
摺
り
針
の
故
事
が
書
か
れ
て
い
る
の

を
絵
画
化
し
て
い
る
。
な
お
「
友
雪
絵
巻
」
で
も
第
百
五
十
段
の
絵
に
、
明
詮
と
摺
り
針
の
二

つ
の
故
事
か
描
か
れ
て
い
る）

13
（

。

　

第
百
六
十
八
段
は
、
専
門
家
の
あ
り
方
を
問
う
段
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、「
今
は
忘
れ
に
け

り
と
言
ひ
て
あ
り
な
ん
」
と
あ
る
。『
絵
抄
』
の
画
注
で
、
頼
朝
と
西
行
が
対
座
す
る
場
面
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
の
こ
と
は
徒
然
草
に
は
直
接
に
は
出
て
こ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
箇
所
の
諸
注
で
、
た
と
え
ば
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
に
引
く
『
徒
然
草
参
考
』
で
は
、『
本

朝
遯
史
』
の
西
行
小
伝
を
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
頼
朝
と
の
問
答
の
こ
と
が
出
て

い
る
。【
図
版
・
15
】

　

第
百
九
十
四
段
は
嘘
を
め
ぐ
る
考
察
が
書
か
れ
て
い
る
段
で
あ
る
。『
絵
抄
』
の
画
注
は
、

徒
然
草
に
は
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
中
国
の
故
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、『
野
槌
』
に

「
す
な
ほ
に
ま
こ
と
と
思
ひ
て
」
の
原
文
の
注
に
、
子
産
の
こ
と
、「
又
い
さ
さ
か
覚
束
な
く
」

の
注
に
狐
が
疑
う
こ
と
、「
又
す
い
し
出
し
て
」
の
注
に
犬
の
猶
予
、
す
な
わ
ち
、
心
が
さ
だ

ま
ら
な
い
喩
え
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
絵
画
化
し
た
の
で
あ
る
。【
図
版
・
16
】

　

こ
の
他
に
も
、『
野
槌
』
の
注
を
画
注
と
し
て
い
る
段
に
、
第
二
百
九
段
の
「
人
の
田
を
論

ず
る
者
」
で
『
世
説
新
語
』
の
兄
弟
の
故
事
を
描
い
た
り
、
第
二
百
十
一
段
で
犬
寺
の
こ
と
を

描
い
た
り
し
て
い
る
。『
絵
抄
』
の
画
注
で
、
徒
然
草
原
文
に
出
て
い
な
い
こ
と
を
描
く
場
合

に
、『
野
槌
』
が
大
い
に
参
照
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
『
野
槌
』
に
限
る
こ
と

で
は
な
く
、『
な
ぐ
さ
み
草
』『
文
段
抄
』『
吟
和
抄
』
な
ど
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。『
絵
抄
』
が

刊
行
さ
れ
た
元
禄
時
代
ま
で
に
、
徒
然
草
注
釈
書
の
蓄
積
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
絵
抄
』
の
画
注
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
注
釈
態
度
を
考
察
し
て
き
た
。『
絵
抄
』
は
、
徒

然
草
の
多
く
の
章
段
に
詳
し
い
画
注
を
付
け
て
い
る
。
一
段
一
図
に
限
定
せ
ず
に
、
徒
然
草
の

表
現
に
沿
っ
て
、
い
く
つ
も
の
場
面
で
描
く
段
も
多
か
っ
た
。
そ
の
際
に
、
原
文
に
忠
実
に
描

い
た
り
、
原
文
に
な
い
こ
と
も
各
種
の
注
釈
書
や
、
よ
く
知
ら
れ
た
和
漢
の
故
事
な
ど
使
い
な

が
ら
画
注
と
し
て
描
き
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
『
絵
抄
』
の
視
覚
化
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
の
文
学
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
側
面
が
明

確
に
伝
わ
る
。
描
か
れ
た
図
柄
自
体
は
当
時
の
風
俗
画
と
し
て
の
要
素
も
漂
う
が
、
有
職
故
実

や
王
朝
時
代
以
来
の
宮
廷
の
雰
囲
気
に
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
配
慮
が
見
ら
れ
、
宮
廷
人
た
ち

の
姿
や
儀
式
、
季
節
の
行
事
な
ど
も
、
読
者
た
ち
に
徒
然
草
へ
の
親
し
み
と
と
も
に
、
古
典
文

学
へ
の
理
解
を
深
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
徒
然
草
に
は
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
こ
と

も
摂
取
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
明
確
に
示
す
画
注
も
あ
る
。
最
後
に
第
二
百
四
十

段
の
画
注
を
掲
げ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
伊
勢
・
源
氏
の
世
界
と
響
き
合
わ
せ
な
が
ら
徒
然
草

を
読
ん
だ
、
元
禄
時
代
の
読
者
に
思
い
を
馳
せ
た
い
。【
図
版
・
17
】

  

徒
然
草
も
終
わ
り
近
く
、
恋
愛
の
情
趣
に
つ
い
て
書
い
た
第
二
百
四
十
段
の
「
梅
の
花
、
香

ば
し
き
夜
の
、
朧
月
に
佇
み
、
御
垣
が
原
の
露
、
分
け
出
で
ん
有
明
の
空
」
と
い
う
表
現
の
背

後
に
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
四
段
や
『
源
氏
物
語
』
の
柏
木
と
女
三
宮
の
こ
と
が
、
兼
好
の
心

に
揺
曳
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
諸
注
の
読
み
方
が
画
注
で
示
さ
れ
て
お
り
、
向
か

っ
て
右
側
の
図
が
、『
伊
勢
物
語
』、
左
側
の
画
注
が
垣
間
見
す
る
柏
木
を
描
く
。
現
代
に
至
る

ま
で
、
広
く
「
教
養
古
典
」
と
し
て
、
日
本
文
学
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
徒
然
草

を
、
注
釈
書
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

注

（
1
）
拙
稿
「『
徒
然
草
吟
和
抄
』
の
注
釈
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
二
号
、
平
成
二
十

六
年
）

（
2
）
齋
藤
彰
「
徒
然
草
の
近
世
期
刊
本
・
注
釈
書
書
目
」（
齋
藤
彰
『
徒
然
草
の
研
究
』〈
資
料
編
七
〉

所
収
、
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。
近
世
期
に
お
け
る
徒
然
草
の
刊
本
と
注
釈
書
が
百
種
、

刊
行
年
代
順
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
た
と
え
ば
、
特
別
展
図
録
『
兼
好
と
徒
然
草
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
発
行
、
平
成
六
年
）

な
ど
。

（
4
）『
徒
然
草　

美
術
で
楽
し
む
古
典
文
学
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
に
、
海
北
友
雪
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「
徒
然
草
絵
巻
」
全
二
十
巻
の
全
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
図
録
を
参
照
し
て
、
考
察
し
た
。

な
お
、
絵
画
の
作
品
名
は
、
二
重
か
ぎ
括
弧
で
は
な
く
、
一
重
か
ぎ
括
弧
を
使
用
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

（
5
）
吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
註
釋
大
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）
所
収
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』。
本
書

に
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
も
全
図
付
い
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
こ
れ
に
よ
っ
た
。
な
お
、『
野

槌
』
も
本
書
を
参
照
し
た
。

（
6
）
本
稿
で
『
吟
和
抄
』
に
言
及
し
た
り
、
挿
絵
を
掲
載
す
る
時
は
、
架
蔵
本
『
吟
和
抄
』
に
よ
る
。

（
7
）『
徒
然
草
絵
抄
』
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
大
久
保
順
子
「『
徒
然
草
』
近
世
的
享
受
の
一
面

│
│
艸
田
斎
寸
木
子
三
径
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
序
説
│
│
」（
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
「
文

藝
と
思
想
」
第
六
五
号
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）、
齋
藤
彰
「
徒
然
草
版
本
の
挿
絵
（
四
）」（「
学
苑
」

七
四
五
号
）
以
下
、
七
四
七
号
に
（
五
）、
七
五
〇
号
に
（
六
）、
七
五
一
号
に
（
七
）
が
あ
る
。

（
8
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
4
図
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
拙
稿
「
響
き
合
い
、
映
じ
合
う
『
徒
然

草
』」
で
も
述
べ
た
。

（
9
）「
徒
然
絵
」
と
は
、「
源
氏
絵
」「
伊
勢
絵
」
等
の
呼
称
に
倣
っ
て
、
徒
然
草
を
描
い
た
絵
画
を
総

称
す
る
言
葉
と
し
て
、
私
に
命
名
し
た
。
詳
し
く
は
、
拙
著
『
徒
然
草
文
化
圏
の
生
成
と
展
開
』

（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
の
第
四
部
「
徒
然
絵
の
誕
生
と
展
開
」
に
収
め
た
四
編
の
拙
稿
、
特

に
「
徒
然
絵
の
諸
相
」（
初
出
は
、『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
二
十
二
号
「
描
か
れ
た
徒
然
草
」、

平
成
十
七
年
）
参
照
。
こ
の
論
文
で
、『
徒
然
草
絵
抄
』
に
つ
い
て
も
、
二
九
五
頁
か
ら
二
九
六
頁

で
簡
単
に
触
れ
た
。

（
10
）
拙
稿
「『
徒
然
草
句
解
』
の
注
釈
書
態
度
│
│
巻
之
一
を
中
心
に
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第

三
十
一
号
、
平
成
二
十
五
年
）
参
照
。

（
11
）
北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
18
『
徒
然
草
文
段
鈔
上
』（
新
典
社
、昭
和
五
十
四
年
）
の
影
印
本
に
よ
る
。

（
12
）
下
・
十
一
丁
表
（
第
百
五
十
四
段
、
連
続
性
で
は
な
く
、
場
面
転
換
）、
下
・
十
六
丁
裏
（
第
百

七
十
一
段
、
こ
こ
も
連
続
性
で
は
な
く
、
列
挙
例
示
）、
下
・
二
十
丁
裏
（
第
百
七
十
五
段
、
こ
こ

も
列
挙
例
示
）、
下
・
二
十
五
丁
表
（
百
八
十
八
段
、
場
面
転
換
で
あ
り
、
時
間
の
連
続
で
は
な
い
。

た
だ
し
二
重
波
線
）、
下
・
二
十
七
丁
表
裏
（
第
百
九
十
段
、
た
だ
し
、
画
注
自
体
は
列
挙
例
示
で

あ
り
、
時
間
の
連
続
で
は
な
い
）、
下
・
三
十
三
丁
裏
か
ら
三
十
四
丁
表
（
第
二
百
十
一
段
、
波
線

と
い
う
よ
り
ゆ
る
や
か
な
曲
線
に
よ
る
区
切
り
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
、
こ
の
段
は
列
挙
型
で
あ

る
。
波
線
に
よ
る
時
間
の
連
続
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
縦
線
に
よ
る
分
割
と

も
多
少
異
な
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
い
た
）。
こ
の
よ
う
に
下
巻
の
波
線
部
、
お
よ
び
そ
れ
に

類
す
る
区
切
り
の
入
っ
た
段
を
見
て
ゆ
く
と
、
上
巻
に
お
け
る
ほ
ど
、
明
確
に
時
間
の
連
続
性
を
あ

ら
わ
す
も
の
と
し
て
の
波
線
分
割
は
、
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
逆
に
、
徒
然
草
の
前

半
部
と
後
半
部
で
の
書
き
方
の
変
化
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
13
）
注
8
論
文
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

 

（
二
〇
一
五
年
十
月
二
十
九
日
受
理
）
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『徒然草絵抄』の注釈態度
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『徒然草絵抄』の注釈態度

（
図
版
1
3
）

（
図
版
1
4
）

（
図
版
1
5
）

（
図
版
1
6
）

（
図
版
1
7
）

146（13）



島　内　裕　子

The Method of Tsurezuregusa-esho as a Commentary

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　This paper focuses on Tsurezuregusa-esho （徒然草絵抄、published in 1691） for the purpose of elucidating its 
method as a commentary.
　Tsurezuregusa-esho is a book of an unique style of annotation. Each page contains twelve lines of the 
Tsurezuregusa text.  In the upper end of the pages are inserted illustrations by Namura Johaku（苗村丈伯） which 
describe visually the text just below.  Longer chapters have many illustrations so that the development of their 
contents are followed by numerous pictures.  It is remarkable that these pictures minutely describe nearly the whole 
of Tsurezuregusa text except very short chapters consisting of only a few lines.
　Although some of the editions of Tsurezuregusa published in the Edo era contain illustrations, they contain much 
fewer pictures than Tsurezuregusa-esho, their chapters being rarely illustrated by more than one pictures. While the 
other commentaries on Tsurezuregusa published in the Edo era try to elucidate the text by verbal annotations and 
contextual  explanations, Tsurezuregusa-esho contains no verbal explanations.
　This paper aims at considering the way the author of Tsurezuregusa-esho understood Tsurezuregusa and what he 
wished to convey to the reader.
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